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アジャスターはレベル調整用ですので高さ変更の為に使用し
ないで下さい。



スライド脚には目盛りが刻印されて
います。0（最小）の所に合わせます
とH740となります。200（最大）の
所に合わせますとH940となリます。
※移動式の場合は、（　）内H825（最
小）～ H1025（最大）となリます。目
盛リが0～200の間で任意の高さに
合わせてご使用できます。

上記のキャビネット吊金具⑰をセッ
トした後、キャビネット⑯の引出し
を抜き裏返して、キャビネット吊金
具⑰の上に置き十字穴付六角ボルト
⑱で仮止めします。
その後、取リ付けるキャビネットが
Aのタイプである場合、本体（キャ
ビネット）を図のaの位置に本体の
前面がくるように合わせます。
またBのタイプのキャビネットの場
合は、bの位置に本体の前面がくる
ように合わせます。
そして、それぞれの位置に合わせた
のち、はずれないように本締めして
下さい。

A （奥行D600)のタイプ
 キャビネット吊金具⑰を図㋥のように本体フレームに（ⓐ部詳細）合わせて取リ付けて下さい。
B （奥行D750)のタイプ
 Aの様に取リ付けた後、キャビネット吊金具⑰の後方（ⓑ部詳細）にトラス小ネジ⑲、押さえ板⑳

で浮き上がリ防止を行って下さい。
C （奥行0900)のタイプ
 本体を仮止めの状態で、補強フレーム④を天受けビームの間に、図１の様に穴のある面を横に向

けて斜めにして入れ、それから天受けビームと垂直になるように回転させます。この時、同特に
ビス穴がある面が上にくるようにします。

 この状態にしておいてから、全てのネジを本締めして下さい。

㋑ 裏返した天板①の上に本体セット②を置きます。
㋺ 本体セット②からノブボルト⑩を外します（４ヶ所）
 また、カンヌキ③も外します（六角ボルト⑪、平座金⑫、蝶ナット⑭）
 【外した部品は後で使用しますので、無くさないようにお願いします。】
㋩ 脚フレームを片側起こして図のようにノブボルト⑩で仮止めして下さい。
 片側を仮止めした後、もう片方も同じ要領で仮止めしてください。
 そして、天板①と本体セット②を十字穴付六角ボルト⑨でW900, 1200タイプは４ヶ所
 W1500, 1800タイプは６ヶ所仮止めして下さい。
㋥ （固定式の場合）
 カンヌキ③を脚フレームに下から差し込み、六角ボルト⑪、平座金⑫、蝶ナット⑭で締め付けて

ください。その後全てのボルト類を外れないように本締めしてください。
 さらに、脚フレームの先端部にアジャスター⑤をねじ込んで下さい。
 （移動式の場合）
 カンヌキ③を脚フレームに下から差し込み、六角ボルト⑪、バネ座金⑬、平座金⑫、蝶ナット⑭

で締め付けてください。その後全てのボルト類を外れないように本締めしてください。
 さらに、脚フレームの先端部にキャスター⑥、バネ座金⑦、平座金⑧を取り付けて下さい。
 【本体と移動式カンヌキの本締めには市販品の13mmスパナを使用してください】
 【キャスター取り付けは、キャスターセットに付属の板スパナを使用してください】
㋭ （D900仕様の作業台のみ）
 補強フレーム④を本体の天受フレーム中心に開いている穴付近まで移動させて図２のように補強

フレームを持ち上げながら皿小ネジ⑮でネジ止めして下さい。
 【補強フレーム取り付けは、市販品のプラスドライバー（３番）を使用して下さい（２番でも可）】
㋬ 全てを取り付けたら本体を起こして下さい。
 （中板が付く場合は、中板を脚フレームに上から置いて下さい。）
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天板

本体（脚・天受フレーム組付済）

カンヌキ

補強フレーム※1

アジャスター

キャスター

バネ座金（M12用）

平座金（M12用　外径35mm）

十字穴付六角ボルト（M8×18L　座金組込）※2

ノブボルト（M8×15L）

六角ボルト（M8×65L）

平座金（M8用）

バネ座金（M8用）※3

蝶ナット（M8）

皿小ネジ（M8×15L）※1

キャビネット

キャビネット取付金具

十字穴付六角ボルト（M8×18L　座金組込）

トラス小ネジ（M8×12L）※4

押さえ板※4

※1 D900仕様の作業台のみ付きます。
※2 W900,W1200タイプは４個使用します。（2個余ります）
※3 キャスターを取り付ける場合は必ず使用してください。
※4 D750,900仕様のキャビネットのみ付きます。

キャビネットを取り付けたまま折りたたみはできません番 号 品　　　　　　　　名 数　量
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《キャビネットの取付方法》

《キャビネットが付く場合》
※任意の場所にキャビネット吊金具⑦をセットして下さい。

●組 立 て 方 法
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⑬ ※移動式のみ

※中板をつけたまま
　折りたたみは
　できません。
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※W900, 1200タイプは４ヶ所
　W1500, 1800タイプは６ヶ所
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